
12

ページ 質問者 質問事項

13 米重　典子 議員 １．特別支援教育の現状と課題
２．ワークライフバランスの実現への取り組み

14 盛谷　光明 議員
１．介護保険制度の改善の一環として
２．農作業の安全対策
３．町民の健康促進

15 田谷　幸奏 議員
１．世羅町の財政状況
２．第５期介護保険事業計画の現状
３．災害に強いまちづくり

16 新原　　浩 議員
１．町営住宅の運営と管理
２．世羅町職員の安全及び健康管理
３．自治センターの充実

17 福田　　豪 議員
１．施政の方針を問う
２．水は命の源
３．再生可能エネルギー・世羅のバイオマスパワーは侮れない

18 仲行　　洋 議員 １．どうする国家公務員並み給与削減は
２．新町長の新年度予算は

19 生田　智康 議員 １．雇用の確保
２．外貨（国内外から）の獲得

20 岡田　武士 議員
１．高齢者社会における障害福祉施策の充実を
２．教育環境は日本一の内容は
３．副町長選任について再度伺う

21 福田　義人 議員
１．世羅町の新しい魅力づくりは
２．尾道松江道全線開通に向けた取り組みは
３．健康いきいき大作戦は

22 徳光　義昭 議員 １．尾道松江線　全線開通に向けての課題は
２．都市公園（仮称寺町公園）

23 矢山　　武 議員
１．町政をどう変えてゆく考えか
２．介護施設の運営について実態と指導は
３．いじめ、体罰をなくす取り組みは

24 下原　嘉雄 議員
１．世羅町民俗資料館の移転運営管理の今後は
２．山林では枯れ木・倒木が散乱しているが対応策は
３．集落機能維持の施策は

25 仙光　保喜 議員 １．宇津戸臭気公害問題は

13議員34問を質す13議員34問を質す
た だた だ
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一般質問

特別支援教育の現状と課題は

「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

　
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
」

　
　
へ
の
取
り
組
み
は

答早期対応で適切な指導を

答
職
場
中
心
と
な
り
が
ち
な

男
性
の
意
識
改
革
を

Q

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

米
重

　

発
達
障
害
の
子
ど
も
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
特
別
支
援
教
育
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る

が
。

米
重

　

発
達
障
害
に
対
す
る
保
護
者
向
け
の

研
修
は
。

米
重

　
※1

は
ん
ぶ
ん
こ
プ
ラ

ン
の
項
目
に
「
※2

ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の

実
現
」
が
あ
る
が
、
役

場
内
で
の
取
り
組
み
は
。

米
重

　

民
間
事
業
所
へ
の

啓
発
活
動
は
。

米
重

保
育
所
・
幼
稚
園
と
の
連
携
は
。

　

教
育
長

　

24
年
度
特
別
支
援
学
級
入
級
児
童
は
小
学

校
31
人
、
中
学
校
13
人
。

　

特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
置

き
「
個
別
の
教
育
支
援
計
画
」
を
作
成
し
指

導
し
て
い
る

教
育
長

　

今
年
度
も
６
校
が
実
施
。
ま
だ
充
分

と
は
い
え
ず
、
機
会
を
と
ら
え
て
充
実

を
図
り
た
い
。

町
長

　
「
特
定
事
業
主
行
動
計

画
」
に
よ
り
育
児
制
度

の
周
知
な
ど
の
育
児
支

援
に
取
り
組
み
、
男
性

職
員
も
育
児
休
業
を
取

得
し
て
い
る
。

森
企
画
課
長

　

具
体
的
な
取
り
組

み
は
今
後
の
課
題
。

は
ん
ぶ
ん
こ
プ
ラ
ン

推
進
会
議
へ
の
参
画

も
含
め
、
官
民
が
協

働
し
た
活
動
の
推
進

を
図
り
た
い
。

A

教
育
長

　

早
期
発
見
・
対
応
の
た
め
に
は

就
学
前
の
実
態
把
握
が
必
要
で
あ

り
、
早
い
段
階
で
子
ど
も
の
発
達

課
題
を
共
有
し
指
導
・
支
援
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

米重　典子 議員

※１ はんぶんこプラン＝「世羅町男女共同参画行動計画」の通称。
※２ ワークライフバランス＝個人が仕事だけでなく、多様なライフスタイルを実現できるようにすること。

県の発達障害啓発広報紙
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介護給付費を
受領委任払いに

町民の健康促進は

農
作
業
の
安
全
対
策
は

答受領委任払いの整備を検討

答健康作りの実践に努める

答
農
作
業
安
全
確
認
運
動
の
推
進
を

Q

Q

Q

A

A

A

盛
谷

　

福
祉
用
具
購
入
費
、
住

宅
改
修
費
な
ど
の
介
護
給

付
費
は
全
額
を
支
う
※3

償

還
払
い
に
な
っ
て
い
る

が
、
一
時
的
と
は
い
え
高

齢
者
の
経
済
的
負
担
が
大

き
い
。
最
初
か
ら
１
割
負

担
で
済
む
受
領
委
任
払
い

制
度
の
導
入
を
。

盛
谷

　

国
内
で
は
農
作
業
事
故
で
毎
年
４
０
０
人
程
度
の
命
が
失
わ

れ
て
い
る
。
町
内
で
も
昨
年
20
件
の
傷
害
事
故
が
起
き
て
い

る
。
農
作
業
の
安
全
対
策
、
事
故
防
止
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

盛
谷

　

町
民
の
健
康
促
進

の
た
め
に
ラ
ジ
オ
体

操
や
せ
ら
ま
ち
音
頭

を
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

で
放
送
し
て
は
。

町
長

　

高
齢
者
の
経

済
的
負
担
を
軽

減
す
る
こ
と
の

重
要
性
を
認
識

し
、
条
件
整
備

な
ど
を
含
め
て

受
領
委
任
払
い

の
導
入
を
検
討

し
た
い
。

町
長

　

農
作
業
の
安
全

対
策
の
研
修
を
支

援
し
、
農
業
の
担

い
手
と
な
る
方
々

へ
安
全
啓
発
チ
ラ

シ
の
配
布
を
行
っ

て
い
る
。

　

今
後
は
春
の

「
農
作
業
安
全
確

認
運
動
」
へ
積
極

的
に
参
加
協
力
し

て
い
く
。
特
に
高

齢
者
の
方
々
に
効

果
的
な
研
修
会
を

開
催
し
、
農
作
業

の
安
全
対
策
を
継

続
的
に
行
う
。

町
長

　

日
常
生
活
の
中
に

取
り
入
れ
や
す
い
体

操
を
創
作
し
放
映
し

て
き
た
。

　

今
後
も
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
や
運
動
教
室

な
ど
で
町
民
が
取
り

組
み
や
す
い
工
夫
を

し
て
健
康
促
進
の
普

及
に
努
め
た
い
。

盛谷　光明 議員

※３ 償還払い＝ 利用者が費用の全額をサービス提供事業者にいったん支払い、その後、申請を行い保険者で
ある市区町村から、その費用の９割分の現金の償還（払い戻し）を受けること。

継続的な農作業安全対策を
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一般質問

橋
梁
な
ど

イ
ン
フ
ラ
施
設
の

維
持
管
理
は

介護保険事業計画の現状は

町
の
財
政
状
況
の

現
状
は

答
引
き
続
き
財
政
健
全
化
に
努
力

答
現
状
把
握
と
適
切
な

修
繕
補
修
を

答保険料の増額で適切な運用を

Q

修
繕
補
修
をQ

Q

A

田
谷

　

16
年
３
町
が
合
併
し
８
年
が
経
過
し
た
。
当

時
と
現
在
の
財
務
指
標
の
比
較
お
よ
び
今
後
の

財
政
運
営
方
針
は
。

田
谷

　

経
年
劣
化
に
よ
る
維
持
管
理
の
不
備
、
異
常

な
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
り
、
建
築
物
、
橋
梁
、

ト
ン
ネ
ル
、
上
下
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
多

大
な
損
傷
を
受
け
て
い
る
が
、
町
が
維
持
管
理

す
る
イ
ン
フ
ラ
設
備
の
現
状
お
よ
び
維
持
管
理

計
画
は
。

田
谷

　

前
期
と
今
期
の
保
険
料
の
相
違
と
そ

の
理
由
お
よ
び
今
後
の
介
護
保
険
料
の

抑
制
策
と
周
知
方
法
は
。

町
長

　

実
質
公
債
費
比
率
、
起
債
残
高
な
ど
の
財
務

指
標
は
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、

合
併
時
よ
り
改
善
傾
向
に
あ
る
の
で
今
後
も
引

き
続
き
行
財
政
健
全
化
に
努
め
る
。

　

財
政
調
整
基
金
は
13
億
円
か
ら
29
億
円
に
増

加
し
た
。
32
年
度
に
は
合
併
特
例
加
算
が
な
く

な
る
と
い
う
財
政
状
況
を
見
据
え
、住
民
の
ニ
ー

ズ
や
事
業
効
果
な
ど
十
分
考
慮
し
、
住
み
よ
い

街
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

A

A
町
長

　

町
が
管
理
す
る
建
築
物
３
２
６
棟
、
橋

梁
３
９
４
橋
、
ト
ン
ネ
ル
２
か
所
、
上
下

水
道
施
設
な
ど
が
あ
る
が
、
相
当
の
年
数

が
経
過
し
て
い
る
。
今
後
の
長
期
修
繕
・

補
修
計
画
は
策
定
し
て
い
な
い
が
、
耐
震

改
修
促
進
計
画
・
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計

画
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
実
情
を
見
極
め
建

築
物
な
ど
の
最
適
化
を
図
る
。
不
要
な
建

築
物
な
ど
は
適
宜
処
理
す
る
。

町
長

　

前
期
３
７
２
０
円
（
月
額
）
に
比
べ

て
今
期
５
７
０
０
円
の
保
険
料
は
約

２
０
０
０
円
増
加
し
た
。
こ
れ
は
介
護

給
付
費
の
増
が
主
な
要
因
で
あ
る
。

　

介
護
保
険
料
は
、
給
付
が
増
え
れ
ば

負
担
が
増
え
る
の
で
、
介
護
を
必
要
と

し
な
い
生
活
を
す
る
た
め
に
、
長
期
的

な
視
点
に
立
ち
、
青
壮
年
期
か
ら
の
健

康
維
持
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
介
護
保
険
の
実
情
を
広
報
誌

な
ど
で
わ
か
り
や
す
く
周
知
す
る
。

田谷　幸奏 議員

介護保険計画は
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町
営
住
宅
の
運
営
と
管
理
は

自
治
セ
ン
タ
ー
の
充
実
は

職員の安全健康
管理は

答
将
来
の
推
移
な
ど
を
勘
案
し
検
討
中

答
協
働
の
町
づ
く
り
は
対
等
の
立
場
で

答安全衛生管理規程で対処

Q

Q

Q

A

A

新
原

　

現
在
の
町
営
住
宅
の
戸

数
と
運
営
状
況
は
。
今

後
、
町
営
住
宅
の
増
築
計

画
は
。

新
原

　

長
期
休
職
職
員
の
一
日

も
早
い
職
場
復
帰
を
願
っ

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

措
置
を
講
じ
て
い
る
か
。

新
原

　

自
治
セ
ン
タ
ー
を
将

来
ど
の
よ
う
に
活
性
化

さ
せ
て
行
く
べ
き
か
。

新
し
い
自
治
と
公
共
性

の
あ
り
方
と
、
行
政
の

支
援
方
法
は
。

町
長

　

今
後
、
必
要
戸
数
や
、

町
営
住
宅
の
長
寿
命
対
策

を
、
将
来
の
人
口
動
態

や
、
低
所
得
者
の
推
移
な

ど
を
勘
案
し
検
討
中
。

町
長

　

職
員
安
全
衛
生
管
理
規

程
に
基
づ
き
、
健
康
の
維

持
お
よ
び
快
適
な
職
場
環

境
に
責
任
を
持
っ
て
対
処

し
、
復
帰
支
援
を
積
極
的

に
取
り
組
む
。

A

町
長

　

今
年
度
か
ら「
地
域
づ
く
り
人
材
育
成
塾
」

を
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
効
果

的
な
話
し
合
い
や
、
公
共
性
の
あ
り
方
、
住

民
が
主
体
の
行
動
、
行
政
の
責
任
領
域
で
果

た
す
役
割
を
明
確
に
し
な
が
ら
自
治
セ
ン

タ
ー
の
活
動
を
支
援
す
る
。

新原　浩 議員

沖河原町営住宅



17

一般質問

森
林
活
用
で
町
の

魅
力
ア
ッ
プ
を

水
道
整
備
の
基
本
的
考
え
は

重
点
施
策
と

将
来
展
望

答
日
本
一
躍
動
す
る
町

答
山
林
の
新
た
な

魅
力
を
広
げ
た
い

答
引
き
続
き
地
元
協
議
を

Q

Q

Q

A

福
田
豪

　

25
年
度
の
重
点
施
策
、
さ
ら
に
は

そ
の
効
果
に
よ
る
将
来
展
望
は
。

福
田
豪

　

荒
廃
し
た
森
林
の
有

効
活
用
と
そ
こ
か
ら
生

ま
れ
る
雇
用
な
ど
の
新

た
な
付
帯
効
果
は
、
町

の
魅
力
を
さ
ら
に
押
し

上
げ
る
と
考
え
る
。

福
田
豪

　

水
道
整
備
は
過
疎
計
画
に

よ
っ
て
す
す
め
て
い
た
が
、
宇

津
戸
地
区
の
整
備
は
費
用
対
効

果
の
結
果
、
中
止
さ
れ
た
。
答

弁
が
変
わ
っ
た
理
由
は
何
か
。

水
道
は
町
民
の
生
活
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
基
本
的
イ
ン
フ

ラ
で
あ
り
、
整
備
水
準
に
格
差

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

町
長

　

将
来
展
望
を
「
日
本
一
躍
動
す
る

町
」
と
す
る
。
そ
れ
に
向
け
施
策
の

方
向
性
を
統
一
す
る
。

　

と
り
わ
け
健
康
づ
く
り
を
一
番
に
楽

し
く
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
め
ざ
す
。

A

A

町
長

　

山
林
の
手
入
れ
に
よ
る

防
災
や
景
観
保
全
、
有
害

鳥
獣
の
侵
入
防
止
効
果
、

化
石
燃
料
使
用
量
の
削
減

と
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の

削
減
な
ど
期
待
で
き
る
。

森
林
組
合
や
実
践
団
体
と

連
携
し
、
山
林
の
新
た
な

魅
力
を
広
げ
て
行
く
活
動

を
展
開
し
た
い
。

町
長

　

加
入
同
意
率
８
割
を
目
途
に
取
り

組
ん
だ
が
、
３
割
に
と
ど
ま
っ
た
こ

と
か
ら
事
業
を
一
時
中
止
し
た
。
一

方
、
生
活
を
成
り
立
た
せ
る
「
命
の

水
」
を
ど
う
確
保
す
る
か
と
い
っ
た

こ
と
を
含
め
、
地
元
と
の
協
議
を
続

け
た
い
。
安
全
で
安
定
し
た
水
の
供

給
は
、
私
の
提
言
の
第
一
に
あ
る
。

協
議
を
重
ね
て
取
り
組
み
た
い
。

福田　豪 議員

町民にきれいな水を

森林の有効活用を
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どうする国家公務員並みの
給与削減は

新
町
長
の
新
年
度
予
算
は

答県や他の市町の動向を注視

答
中
山
間
８
策
を
取
り
入
れ
て
い
る

Q

Q

A

A

仲
行

　

国
は
地
方
公
務
員
の
給
与

水
準
を
国
家
公
務
員
並
み
の

７
・
８
％
削
減
を
自
治
体
に

求
め
、
給
与
の
財
源
と
な
る

地
方
交
付
税
の
カ
ッ
ト
を
決

め
て
い
る
。

　

実
施
し
な
け
れ
ば
、
地
方

交
付
税
が
減
額
さ
れ
た
場

合
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
影
響

が
で
る
こ
と
に
な
る
が
、
町

は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

仲
行

　

町
長
就
任
後
初
の
予
算
編
成

で
あ
る
が
、
選
挙
で
掲
げ
ら
れ
た

「
中
山
間
８
策
」
は
、
予
算
に
ど

の
程
度
反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

町
長

　

自
治
体
は
「
国
が
給
与
削
減
を
強
制
す
る

べ
き
で
な
い
」「
地
方
は
国
を
上
回
る
行
政
改

革
を
行
っ
て
き
た
」「
交
付
税
削
減
は
財
政

力
の
弱
い
自
治
体
ほ
ど
影
響
を
大
き
く
受
け

る
」
と
非
難
し
て
い
る
。

　

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
給
与
・
報
酬
の
カ
ッ

ト
、
職
員
数
の
削
減
も
計
画
を
上
回
る
ス

ピ
ー
ド
で
推
進
し
、
給
与
費
総
額
を
圧
縮
す

る
行
財
政
改
革
を
、
国
に
先
ん
じ
て
実
施
し

て
き
た
と
い
う
自
負
が
あ
る
が
、
町
の
事
業

費
な
ど
に
充
て
る
地
方
交
付
税
が
減
額
さ
れ

た
場
合
は
、
県
や
他
市
町
の
動
向
を
注
視
し

判
断
す
る
。

町
長

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
経

済
情
勢
の
低
迷
に
よ
り
、
財
政
は

厳
し
い
状
況
が
続
き
、
一
層
の
効

率
化
を
図
る
取
り
組
み
が
必
要
で

あ
る
。
し
か
し
将
来
に
希
望
の
も

て
る
事
業
を
盛
り
込
み
町
民
と
の

協
働
の
体
制
を
更
に
強
固
に
し
た

い
。
選
挙
時
に
町
民
に
示
し
た
中

山
間
８
策
の
ほ
と
ん
ど
を
取
り
込

ん
で
い
る
。
主
な
も
の
は
、
健
康

福
祉
ま
つ
り
、
合
併
処
理
浄
化
槽

の
維
持
管
理
費
補
助
、
小
学
校
陸

上
競
技
指
導
事
業
、
三
世
代
同
居

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
な
ど

で
あ
る
。

仲行　洋 議員

観光で地域の活性化を
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一般質問

観光消費額のアップは

新
た
な
町
の

魅
力
発
信
は

雇
用
の
確
保
は

答
農
業
参
入
企
業
を
支
援

答自らトップセールスを
積極的にする

答
検
討
中

で
あ
る

Q

Q

Q

A

生
田

　

企
業
誘
致
の
実
績
と
課
題
、
25
年
度
の
具
体

的
目
標
は
。

生
田

　

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
導
入
の
考
え

は
。

生
田

　

駅
伝
合
宿
の
招

致
、ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
「
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ

ら
ざ
」
で
ふ
る
さ
と

産
品
の
売
り
込
み

は
。

町
長

　

24
年
度
実
績
は
、
農
業
参
入
企
業
が
１
社
で
、
他

業
種
の
企
業
参
入
は
な
か
っ
た
。
農
業
参
入
は
、国
・

県
開
発
団
地
の
跡
地
を
希
望
さ
れ
た
が
す
で
に
満

杯
で
、
新
た
な
農
地
を
確
保
中
。
他
の
企
業
誘
致

は
海
外
移
転
も
あ
り
厳
し
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。

　

農
業
参
入
の
検
討
会
や
企
業
訪
問
を
11
社
実
施
中
。

　

25
年
度
は
、
す
で
に
参
入
準
備
中
の
企
業
が
１

社
、
数
社
か
ら
参
入
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
遊

休
農
地
の
有
効
利
用
を
進
め
て
い
く
。

　

現
在
参
入
中
の
企
業
に
対
し
経
営
相
談
や
販
路

拡
大
を
、
県
や
Ｊ
Ａ
と
共
に
協
力
し
取
り
組
ん
で

ゆ
く
。

A

A
町
長

　

本
年
度
合
併
10

周
年
記
念
事
業
に

向
け
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

活
用
を
具
体
化
す

る
た
め
公
募
し
取

り
組
み
た
い
。

町
長

　

自
ら
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
積
極
的
に
す
る
。

　

23
年
度
か
ら
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
ガ
イ
ド
の
養

成
や
ス
タ
ッ
フ
の
増
員
、
観
光
庁
の
ス
ポ
ー

ツ
認
定
に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
観
光
分
野
に
お
け

る
新
た
な
商
品
化
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
「
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
」
で
、
夏
に
14
日
間

せ
ら
高
原
フ
ェ
ア
ー
を
実
施
。
産
直
市
は
広

島
市
、
東
広
島
市
、
三
原
市
で
実
施
。

東
京
で
は
銀
座
の
「
タ
ウ
」
で
ラ
ン
ニ
ン
グ

ウ
ォ
ー
タ
ー
、
ワ
イ
ン
を
展
示
し
売
り
込
み

を
し
て
い
る
。
海
外
進
出
の
可
能
性
を
調
査

検
討
中
。

生田　智康 議員

ひろしま夢ぷらざ
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障
害
者
福
祉
活
動

の
充
実
を

副
町
長
選
任
再
度
問
う

教育環境日本一の
内容は

答
一
層
の
環
境
整
備

が
必
要

答
副
町
長
に
意
見
を
聞
く
こ
と
は
な
い

答教育の日を制定し
町民全体で取り組みたい

Q

Q

Q

A

A

岡
田

　

第
３
期
障
害
者
福

祉
計
画
の
進
捗
状
況

と
今
後
の
見
通
し

は
。
施
設
入
所
者
の

地
域
生
活
へ
の
移
行

の
た
め
の
施
策
は
。

居
宅
サ
ー
ビ
ス
向
上

の
施
策
は
。

岡
田

　

世
羅
の
教
育
に
大
改
革
を
起
こ
し
学
力
日
本
一
を
こ
の
４
年
間

で
達
成
す
る
た
め
の
施
策
を
知
り
た
い
。
学
力
日
本
一
の
秋
田
、

第
２
位
福
井
、
第
３
位
富
山
は
、
教
育
に
多
く
の
予
算
を
費
や
し

て
い
る
が
、
町
の
対
応
、
先
進
地
と
の
連
携
を
は
か
る
考
え
は
。

岡
田

　

人
事
発
令
前
に
酒
が
議
員
に

配
ら
れ
た
。
倫
理
的
・
道
義
的

に
正
し
い
か
。

　

12
月
議
会
で
全
問
町
長
が
答

え
た
の
は
何
故
か
。
私
は
副
町

長
の
答
が
聞
き
た
か
っ
た
。

町
長

　

第
３
期
障
害
者
福
祉
計
画
は
、
障
害
者
の
自
立
支
援
の

観
点
か
ら
、
地
域
生
活
へ
の
移
行
や
就
労
支
援
を
進
め
る

た
め
26
年
度
を
目
標
と
し
て
設
定
し
て
い
る
。

　

施
設
入
所
者
は
現
在
43
人
。
17
年
以
降
４
人
の
方
が
地

域
生
活
へ
移
ら
れ
た
。
一
般
就
労
に
は
既
に
７
人
が
移
行

さ
れ
、
本
年
度
も
４
人
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

　

共
同
生
活
介
護
は
保
護
者
の
高
齢
化
に
伴
い
今
後
一
層

の
環
境
整
備
が
必
要
と
考
え
る
。

町
長

　

新
年
度
に
教
育
新
規
９
事
業
を
挙
げ
て
い
る
教
育
環
境
に
は
心

も
体
も
健
康
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、「
教
育
の
日
」

を
制
定
し
町
民
全
体
の
取
り
組
み
と
し
た
い
。
こ
の
間
、
学
校
統

合
に
予
算
を
費
や
し
た
が
、
本
来
の
学
力
向
上
へ
の
予
算
に
切
り

替
え
る
。
先
進
地
の
良
い
と
こ
ろ
は
学
び
教
育
向
上
を
進
め
て
い

く
。

A

町
長

　

町
長
・
教
育
長
・
総
務
課
長
で
構
成
す
る
倫
理
委

員
会
に
お
い
て
整
理
し
た
。
今
後
は
町
民
か
ら
誤
解

を
受
け
る
行
為
は
慎
む
こ
と
、
特
別
職
と
し
て
の
責

任
を
全
う
す
べ
き
と
厳
重
注
意
を
行
っ
た
。
議
会
の

質
問
は
、町
長
が
答
弁
す
べ
き
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

本
質
上
副
町
長
が
答
弁
す
る
こ
と
は
な
い
。

岡田　武士 議員

障害者福祉の充実を
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一般質問

尾
道
松
江
線
全
線
開
通
へ

健康いきいき
大作戦の推進を

新しい町の魅力づくりは
答花と果実の町おもてなし総ぐるみで

答
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
設
置
を答自らが自立して

健康生活を

A

A

町
長

　

町
の
観
光
客
は
19
年
を
境
に
減
少
傾

向
。
さ
ら
に
伸
ば
す
に
は
、
情
報
の
発
信

と
「
お
も
て
な
し
」
の
気
持
ち
で
町
全
体

に
観
光
地
と
し
て
の
意
識
付
け
が
重
要

で
、
事
業
者
の
講
演
や
研
修
を
予
定
。
国

道
４
３
２
号
沿
い
の
花
の
植
栽
な
ど
工
夫

し
誘
客
機
能
を
高
め
る
。

　

所
得
倍
増
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
産
業

振
興
事
業
を
継
続
す
る
。

　

若
手
職
員
の
提
案
は
①
駅
伝
強
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
②
ど
こ
で
も
無
線
ラ
ン
③
若
手
職
員
自
主

研
修
④
恋
人
た
ち
の
ま
ち
マ
ル
シ
ェ
（
市
場
）

⑤
食
の
大
切
さ
味
の
大
切
さ
⑥
世
羅
米
の
ブ
ラ

ン
ド
化
の
６
つ
を
取
り
組
む
。

町
長

　

産
業
振
興
の
継
続
と
、
企
業

誘
致
を
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
す

る
。
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
（
仮
称
）
は
基
本
構
想

を
策
定
中
で
、
場
所
の
選
定
や

機
能
、
役
割
、
将
来
性
な
ど
多

角
的
に
検
討
し
て
い
る
。

A
町
長

　

健
康
い
き
い
き

大
作
戦
を
進
め
、

自
ら
が
自
立
し
て

健
康
生
活
を
目
指

す
。
①
健
康
福
祉

祭
り
の
開
催
②

「
健
康
福
祉
の
日
」

の
制
定
③
「
地
域

医
療
を
考
え
る
集

い
」
の
開
催
。
ま

た
、
ワ
ン
コ
イ
ン

健
診
の
継
続
や
、

寝
た
き
り
ゼ
ロ
を

目
指
し
、
リ
ハ
ビ

リ
支
援
を
行
う
。

福田　義人 議員 Q

Q

Q

福
田
義

　

フ
ラ
ワ
ー
・
フ
ル
ー
ツ
王
国
せ
ら
に
は
夢
を
求
め
て
こ

ら
れ
る
。
町
長
の
お
も
て
な
し
総
ぐ
る
み
運
動
、
所
得
倍

増
計
画
、
職
員
提
案
制
度
の
活
用
は
ど
う
進
め
る
か
。

福
田
義

　

医
療
、
保
健
、

福
祉
の
資
源
を
活

用
し
、
身
も
心
も

健
や
か
に
生
涯
を

終
え
た
い
。
健
康

い
き
い
き
大
作
戦

を
ど
の
よ
う
に
進

め
る
か
。

福
田
義

　

３
月
に
は
三
次
以
北

が
開
通
。
27
年
３
月
開

通
ま
で
余
す
と
こ
ろ
２

年
。
向
こ
う
10
年
先
を

見
据
え
た
産
業
振
興
と

町
づ
く
り
は
。
道
の
駅

構
想
は
ど
う
か
。

27 年に全線開通する尾道松江道
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インフォメーションセンター
（仮称）の整備は

都
市
公
園
（
仮
称
寺
町
公
園
）

に
つ
い
て

答 25 年度中に場所の選定を

答
地
域
の
意
見
を
聞
き
十
分
検
討
を
行
う

Q

Q

A

徳
光

　

尾
道
松
江
線
は
11
年
に
着
工
さ
れ
27
年
３
月
全
線
開
通

の
予
定
で
あ
る
。
①
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー（
仮

称
）
の
整
備
状
況
は
。
②
国
道
４
３
２
号
の
島
矢
橋
か
ら

世
羅
イ
ン
タ
ー
付
近
の
美
観
整
備
を
。

徳
光

　

町
の
中
心
部
に

災
害
避
難
場
所
を

兼
ね
た
都
市
公
園

が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
公
園
に

杭
谷
一
東
氏
の
大

理
石
彫
刻
を
設
置

し
て
い
た
だ
き
、

人
々
が
集
う
公
園

を
提
案
す
る
。

　

こ
の
公
園
を
舞

台
と
し
て
イ
ベ
ン

ト
な
ど
企
画
し
て

は
ど
う
か
。

町
長

①
尾
道
松
江
線
全
線
開
通
に
よ
る
地
域
へ
の
影
響
を
調

査
・
研
究
し
て
課
題
を
明
確
に
す
る
。
町
の
あ
ら
ゆ
る
資

源
を
活
用
し
た
魅
力
向
上
施
策
を
展
開
し
、選
ば
れ
る
「
世

羅
」
を
創
出
す
る
。
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
は
、
機
能
、
役
割
、
施
設
内
容
な
ど
を
含
め
場
所
の

選
定
を
行
う
。

②
美
観
整
備
は
「
観
光
ロ
ー
ド
推
進
事
業
」
で
沿
道
植
栽

事
業
を
提
案
し
、
地
域
住
民
の
協
力
を
い
た
だ
き
進
め
た

い
。

A

町
長

　

町
が
誇
る
世
界
的
彫
刻
家　

杭
谷

一
東
氏
の
作
品
を
ど
の
よ
う
な
形
で

今
回
の
公
園
と
併
せ
て
整
備
す
る

か
、
具
体
化
さ
れ
て
な
い
が
、
本
人

の
提
案
、
公
園
全
体
の
事
業
費
、
施

設
の
配
置
、
作
品
の
選
定
お
よ
び
経

費
な
ど
を
含
め
、
地
域
の
意
見
を
聞

き
十
分
検
討
し
た
い
。

徳光　義昭 議員

尾道松江線計画図

寺町公園（仮称）予想図
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一般質問

安心できる介護施設の
運営を

い
じ
め
や
体
罰
を

な
く
す
取
り
組
み
は

ど
う
変
え
る
町
政
を

答
20
の
新
規
事
業
で
ニ
ー
ズ
に
答
え
る

答県と共に　　
　　指導監督する

答
学
校
全
体
で
対
応
し

心
豊
か
に
育
て
る

Q

Q

Q

A

矢
山

　

厳
し
い
く
ら
し
が
続
く
中
で
、
変
化
を
求
め

る
住
民
の
願
い
に
、
新
年
度
予
算
で
ど
う
応
え

る
か
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
、
消
費
税
10
％
の
引
き
上

げ
な
ど
不
況
が
進
む
中
で
町
政
を
ど
う
進
め
る

か
。

矢
山

　

学
校
で
の
い
じ
め
や
体
罰
を
な
く
す
取

り
組
み
が
一
層
求
め
ら
れ
て
い
る
。
実
態

把
握
に
つ
と
め
、
管
理
強
化
で
な
く
命
の

大
切
さ
を
考
え
る
教
育
を
進
め
る
べ
き
で

あ
る
。

矢
山

　

社
会
福
祉
法
人
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
、
儲
け
主

義
は
問
題
で
あ
る
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
正
し
く
提
供

さ
れ
、
施
設
は
法
令
に
従
っ
た
運
営
が
さ
れ
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
実
態
を
つ
か
み
、
指
導
を
強
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

町
長

　

20
の
新
規
事
業
で
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
政
策

を
予
算
化
し
た
。

　

農
業
を
基
幹
産
業
と
し
て
生
活
向
上
に
つ
な
が

る
町
づ
く
り
を
進
め
る
。
財
政
は
行
革
に
よ
っ
て

改
善
し
て
い
る
が
、
引
き
続
き
健
全
財
政
に
努
め
、

事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
選
択
と
集
中
が
必
要
。

ま
た
職
員
の
多
く
が
定
年
を
向
か
え
る
時
期
で
あ

り
、
将
来
に
向
け
た
人
事
計
画
を
持
ち
た
い
。

A

A
教
育
長

　

い
じ
め
や
体
罰
を
含
め
様
々
な
課
題
に

迅
速
か
つ
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
力
が

求
め
ら
れ
る
。
新
た
な
実
態
把
握
の
方
法

で
対
応
す
る
。

　

少
人
数
学
級
は
町
費
に
よ
る
教
員
配
置

を
し
て
い
る
。
た
く
ま
し
く
心
豊
か
に
育

つ
教
育
を
進
め
る
。

町
長

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
と
連
携
し
意
見
を
聞
い
て

対
応
す
る
。

町
長

　

介
護
施
設
は
、
県
お
よ
び
町
が
指
定
す
る

事
業
所
が
あ
り
、
県
指
定
の
事
業
所
は
県
と

共
同
し
て
、
町
指
定
の
事
業
所
は
、
町
が
中

心
に
指
導
監
督
す
る
。

　

24
年
度
の
介
護
給
付
費
の
実
績
見
込
み
は

計
画
比
の
98
％
で
あ
る
。

　

安
心
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
事
業
者
と
の
連
携
を
強
化
す
る
。

矢山　武 議員

世羅保健福祉センター



24

集落機能維持の施策は

移
転
す
る
民
俗
資
料
館
の
今
後
は

枯
木
倒
木
の
対
応
策
は

答行政主導での再編はなじまない

答
旧
西
大
田
小
学
校
へ
改
修
移
転
を

答
「
ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
事
業
」の
活
用
で

Q

Q
Q

A

A

A

下
原

　

空
き
家
や
ひ
と
り
暮

ら
し
世
帯
の
増
加
で
集

落
活
動
が
難
し
い
。
行

政
指
導
で
班
の
再
編
な

ど
の
考
え
は
。

下
原

　

①
毎
月
第
三
日
曜
日
の
開
館

３
時
間
を
増
す
計
画
は
。
②
開

館
以
来
、
展
示
物
の
変
更
が
な

い
。
学
芸
員
の
配
置
は
。
③
観

光
コ
ー
ス
の
位
置
づ
け
は
。

下
原

　

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
は
建
築
廃
材

や
木
材
な
ど
の
チ
ッ
プ
化
と
あ
る
が
、
枯

木
・
倒
木
の
活
用
策
は
な
い
。
他
市
町
で

は
鳥
獣
対
策
と
併
せ
、
※4
地
域
通
貨
で
買
取

り
収
集
し
環
境
保
全
に
努
め
て
い
る
が
、

町
の
対
応
は
。

町
長

　

現
在
、
大
・
中
組
織

が
１
２
６
組
織
あ
リ
、

補
助
金
を
交
付
し
活
動

の
支
援
を
し
て
い
る
。

小
組
織
（
班
、
隣
組
、

講
中
）
は
４
８
５
あ
り

平
均
世
帯
数
14
・
６
。

８
世
帯
以
下
は
１
３
０

集
落
。
中
に
は
高
齢
者

の
み
の
集
落
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
集
落
は
地
域

に
密
着
し
た
活
動
を
維

持
し
て
き
た
背
景
も
あ

り
、
行
政
主
導
で
の
再

編
は
な
じ
ま
な
い
。
地

域
で
話
し
合
い
、
ふ
さ

わ
し
い
集
落
の
形
成
を

期
待
す
る
。

教
育
長

　

資
料
館
は
地
元
の
要
望
に
よ
り
旧
西

大
田
小
学
校
へ
改
修
移
転
す
る
。
移
転

後
は
、
展
示
公
開
し
次
世
代
へ
継
承
す

る
。
民
具
や
農
具
、
酒
造
道
具
な
ど
の

名
称
や
使
用
方
法
を
展
示
し
、
幅
広
い

世
代
の
来
館
に
努
め
る
。
大
田
庄
歴
史

館
の
学
芸
員
を
兼
任
配
置
す
る
。
観
光

活
用
は
検
討
課
題
で
あ
る
。

町
長

　

間
伐
作
業
を
行
わ
な
い

山
林
が
多
く
、
松
枯
れ
や

強
風
で
倒
れ
た
木
が
放
置

さ
れ
危
険
で
あ
る
が
、
事

故
が
発
生
す
る
と
所
有
者

が
責
を
負
う
た
め
、
県
の

「
ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り

事
業
」
を
活
用
し
幹
線
沿

い
の
伐
採
作
業
を
実
施
し

て
い
る
。
引
続
き
事
業
を

活
用
し
山
林
の
再
生
支
援

に
努
め
る
。

下原　嘉雄 議員

※４ 地域通貨＝ 法定通貨ではないが、ある目的や地域のコミュニティー内などで、法定通貨と同等の価値
あるいは全く異なる価値があるものとして発行され使用される通貨。

荒れた山林

西大田民俗資料館の展示品
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一般質問

宇津戸臭気公害の状況は
答継続した臭気改善対策を
　　　　　　　　働きかける

Q
A

仙
光

　

宇
津
戸
地
域
で
は
、
７
カ
所
の
臭
気
発
生
箇
所

が
あ
り
複
合
臭
気
に
悩
ま
さ
れ
、
臭
気
公
害
対
策

委
員
会
を
立
ち
上
げ
18
年
が
経
過
し
た
。　

　

当
時
、
町
と
臭
気
対
策
に
関
す
る
覚
書
を
交
わ

し
た
が
、
今
も
状
況
は
変
わ
ら
な
い
。
合
併
と
同

時
に
悪
臭
防
止
法
に
基
づ
く
条
例
が
制
定
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
全
町
臭
気
規
制
地
域
に
指
定
し
、

臭
気
測
定
が
開
始
さ
れ
た
。

　

測
定
結
果
と
今
後
の
対
策
は
ど
う
か
。

町
長

　

現
在
ま
で
改
善
勧
告
を
視
野
に
、
48
回
の
臭
気
測
定

を
実
施
し
、
規
制
値
15
を
超
え
る
状
況
は
延
べ
55
回
を

記
録
し
て
い
る
。
測
定
の
結
果
を
見
る
限
り
改
善
に

至
っ
て
い
な
い
。

　

就
任
後
施
設
を
訪
問
し
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と

今
後
の
対
策
を
協
議
し
た
。
町
は
、
公
害
対
策
の
情
報

提
供
を
行
い
継
続
し
て
臭
気
改
善
を
進
め
る
よ
う
働
き

か
け
た
。
近
隣
町
の
施
設
で
は
臭
気
対
策
に
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
成
果
を
あ
げ
て
い
る
事
例
も
あ
り
、
着
実

に
実
行
さ
れ
る
よ
う
指
導
す
る
。

　

実
行
さ
れ
な
い
場
合
は
「
改
善
勧
告
」
の
発
令
も
視

野
に
い
れ
て
い
る
。

仙光　保喜 議員

宇津戸地区、臭気測定の様子


